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取扱説明書 
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フードブロセツサー 
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mogimix 


RM- 3200 FA RM- 420 OF 
RM-3200V RM-4200V 


RM- 520 OF 
RM-5200V 




RM-5200F 


R3V1-5900V 


お客様用 

■このたびは、当社のフ_ドブ〇セツサー(□ボ■クープマジ三ツクス)を 
お贾い求めいただきまして、まことに®りがと5ございました。 

■この商品を安全に正しくご使用いただ<ために、お使いになる前にこの 
取扱説明書をよぐお読みにな D 十分に理解してください。 

•お読みになったあとは、必ずいつも手元においてご使用<ださい。 

•保甄霤は*この取扱説明窗の au ® ページに記載されてお d ます。 

必ず「お買上げ日 ■ お興上げ店名』等の記入をお確かめください。 


保証書付 




























































お問い合わせの多い項目を 

探しやすくしました 

•容器および各スチール刃、プラスチック刃の洗浄方法 
P .30 をお読みください。 


•プラスチック刃を使ってのパン生地のこねかた 



P -1 7をお読みください< 


•スライス盤、丸千切り盤、大根おろし盤の使用方法 


P .20 をお読みください。 



インナーボウルの使用について 
P .24 をお読みください。 












各調理の最大 • 最小処理量の目安 



RM-3200V 

RJVK3200FA 

RM-420DV 
RM- 4200 F 

RM-5200V 

RM-5200F 



容器容量 2.6 L 

容器容量 3,0 L 

容器容量 3.6 L 


材料 

最小 

最大 

最小 

最大 

最小 

最大 

スチール刃 

パン粉 
<3 cm 角〉 

3ヶ 

40 ヶ 

3 ヶ 

60 ヶ 

3 ヶ 

80 ヶ 

パセリ 

4g 

50g 

5g 

85g 

5g 

115g : 

ニンニク 

aog 

40 Og 

10 Og 

460g 

100g 

52 Og 

マフイン 

275g 

55 0g 

275g 

825g 

275g 

1 100g 

トマ ト ビューレ 

フ Og 

60 0g 

IQOg 

70 Og 

10 Og 

850g 

鶏胸肉 

13 Og 

40 Og 

165g 

50 Og 

165g 

560g 

プラスチック刃 

パン生地 

160 g 

35 Og 

180g 

560g 

180 g 

740g 

スライス盤 

1 mm 

キャベツ 

- 

50 Og 
(250g) 

— 

80 Og 
<500g> 

一 

85 Og 
<500g> 

タマネギ 

- 

51 Og 

<260g> 

一 

82 Og 
<500g> 

一 

87 Og 
<500g> 

丸千切り盤 
02mm 

きゅうり 

一 

530g 

<260g> 

- 

830g 

<500g> 


100 Og 
' <500g> 

大根おろし盤 

大根おろし 

一 

70 Og 
<460g> 

- 

130 Og 
<500g> 

一 

150 Og 

1 <500g> 

ニンニクおろし 

- 

70 Og 
く 460 g> 

- 

130 Og 
<500g> 

一 

150 Og 
<500g> 

エッグ ビーター 

卵白 

(L 玉# 35g) 

70kg 

13 Og 

105g 

175g 

105 g 

220g 


※水分の多い食材は水分 a によって最大処理量が巽なります。※処理 s はあくまで目安です。 

< >内は RM- 320 OFA 、 RM -4200 F , RM - 520 0 F でインナーボウルを使用した場合の数筻です。 
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y 安全上のご注意 

"j 一 


春ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 
•ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守つてください。 



表示と意味は次のようになっています。 



注意喚起シンボルとシグナル表示の例 


△警告 

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され 
る内容を示します。 

/ K 注意 

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害*の発生が想 
定される内容を示します 。 

図記号の例 

* 物的損害とは.家屋 ■ 家財および家蒗，べットにかかわる拡大搁答を示しま 

A 

感電注意 

△は、注意（警告を含む）を示します。 

具体的な注意内容は，△の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

1 

⑧ 

接触禁止 

® は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、 ® の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「直接手を触れないこと」を示します。 

プラグを抜く 

_は、行動の命令（強制）を示します。 

具体的な強制内容は、參の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「差込みプラグをコンセントから抜く」を示します。 


1 
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△警告 


馨火災や感電、ケガを防ぐための警告 


〇 

毎門雄耆 


•据付エ軍は.お買上げ店または専門業者に依頼すること 

ご自分で据付工事をされ不備があると、感電、火災の原因になります， 


❸ 

ガス铨聞 


•ガス器具などからガスが漏れていたら、ガスの元栓を閉めて、窓をあけて換気すること 

電源プラグを抜いたりしますと、引火爆発し危険です。 


Q 

H 外弒止 

_屋外で使用しないこと 

雨水のかかる場所で使用されますと、漏電' 感電の原因になります。 


(S) 

Mum± 

■湿気の多い所や、水のかかり易い場所に据え付けないこと 


絶緣低下から漏電、感電の原因になります。 


0 

水掛け祭止 

V 

•本体に直接水をかけないこと 

ショート、感電1請.故障の原固になります。 

-…ノノ 


❶ 


•電気工事は，「電気設備に関する技術基準」、「内線規定 j に従って施工し、必ず專用回路を 
使用すること 


笔眾エ車 窀源回路不良.容置不足や施工不備があると、感電、火災の原因になることがあ D ます & 


❶ 


■本機の甩源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、それと同等の設備の 
ある畀用コンセントを使用すること 

電源コードは途中で接続し广こ〇、延長コードの使用 . およびタコ足配線をした場合には. 
感■や発熱、火災の原因になります。 


m 


■異常時は 「OFFJ ストップスイッチを押して機械を止め，電源プラグを抜くか、本機專闬 
阻源を OFF (切）にしてすぐにお買上げ店へ運絡すること 


フラグを抜く 興常のまま使诩を続けると感電 t 火災の原因になりま T。 


❷ 


•漏爾遮断器または、サーキットブレーカーが ^OFF(ra) に作動した場合には.お四上げ 
店に連絡すること 


通絡 無理にレバーを 『 on (入)』にすると、感■や火災の原因になります， 


0 


捎止 


•茁源コードを惕つけないこと 

加工したり.引っ張ったり、たばねたり、また重いものを乗せた〇、抶み込んだりすると. 
爾源コードが破損し、感電、火災の原因になります & 


































安全上のご注意 


<1 


A 警告 


m 


•■源プラグは、刃および宄の取付面にほこりが付着していないか定期的に確認し、ガタ 
のないように刃の根元まで確実に差し込むこと 

ほこりが付着した D、 接続が不完全な場合は、感電、火災の原因になります。 


•深れた手で電源ブラグなどの電気部品に触れたり、本体の各スイッチを操作しないこと 

感電の原因になることがあります。 



♦スチール为、スライス盤、丸千切り盤、大根 
おろし盤などの刃物類は鋭利ですから、直接 
刃の部分に触れないこと 

ケガの原因になります:^ 




’③ 

分解铋 It 

•修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修 
理はおこなわないこと 

異常動作をしてケガをした0、修理に不備が 
あると感電、火災などの原因になります。 

⑩ 

接 M 缺止 

參機械内部の電気装置や配線にさわらないこと 

感電する恐れがあります。 

0 

改細止 

_改造は絶対におこなわないこと 

改造をされると1感電、火災の原因になり 
ます。 

ji 


•ボウルより取り外した刃物類は、安全な場所に置くこと 

ケガの原因にな D ます P 


•移設や廃棄するときの警告 


_移設は專門業者か t お買上げ店に運错すること 

据え付け不備があると、感電、火災の原因になります。 

籲廃棄は専門業者か，お買上げ店に依顆すること 

放■しますと，幼児などがケガをする原因になります， 
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zL 注意 

♦操作するときの注意 

r — —~ ■ 

〇 ⑩床面が丈夫で平らな所に水平になるように据え付けること 

据え付けに不備があると転倒、落下によるケガなどの原因になることがあります。 

水平据付 

〇 ■洗剤を使ったあとは、；先剤成分を十分に〗先い流すこと 

洗剤 成分が残っていると、健康障害の原因になることがあります 5 

洗い流す 


0 參可燃性のスプレーを近くで使用したり、可燃物を圜かないこと 

発火の原因になることがあります。 

可燃物禁止__ 

0 •熱器具を乗せたり、熱器具を周囲に置いたりしないこと 

熱でプラスチックが溶けた〇 して危険です。 

熱器具禁止___ 

0 ■本機の上に重屋物や、水を入れた容器を置かないこと 

落下してケガをした D . こぼれた水で電気部品の絶縁が悪<なり、漏電の原因になる 
禁止 ことが®ります。 




















































安全上のご注意 



△注意 



(※図は RM -5200 F です） 

•転売や譲渡するときの注意 


© •このお使いになっている商品を他に売ったり、113渡される時には、 
新しく所有者となる方が安全な正しい使いかたを知るために、この 
テ_プ止め 取扱説明書を商品本体の目立つ所にテーブ止めすること 























































































y 仕様 


品 

名 

□ボ•クープ 

マジミックス 

型 

式 

RM- 3200 FA 

RM-3200V 

外形寸 

法 

幅190 . 奥行£30，高さ 395mm 
(突起物を含む幅195 ■ 奥行 257mm) 

¢1190 ■ 奧行230 * 高さ 365mm 
(突起物を含む幅195 ■ 1257 mm) 

電 

源 

100V 50/60HZ 

電 

流 

7.0A(20 分定格） 

消費 ■ 

力 

550 W 

回 転 

数 

50Hz : 1500 「pm 60Hz :1 8Q0rpm (無負荷時） 

安全装 

圃 

蓋安全装置*モ 

ーター保護装 S 

材 

本 

体 

ポ|」カーボネイト 

質 

ポゥ 

ル 

ポ|」力ーボネイト 

ポ 

内 

径 

01 65mm 

ゥ 

ポウル内深さ 

11 3mm 

ボウル高さ 

132mm ； 

ル 

質 

蜃 

40 0g 

スチール刃 

直径 

0 160mm 

高さ 

85mm 

ボウル容盟 

2.6L 


安体物処理盟 

0,7 L 


ボウル外径 

0154mm 

一 

ポウル内深さ 

80mm 

ボ 

ボウル高さ 

97mm 

ポウル容里 

1.01 

〇 

液体物処理 里 

0.41 

ル 

質 

置 

255g (ミニボウル用スチール刃含む） 

イ 

ボウル外径 

0 1 68mm 

— 

ン 

ナ 

ボウル内深さ 

11 5mm 

一 

1 

ボ 

0 

ボウル高さ 

11 8mm 

一 

ボウル容還 

2,1L 

一 

ル 

質 

m 

245g 

一 

電源コ- 


長さ： 

1 .8m 

質 

M 

6,6kg 

(本体 5.5kg + ボウル，スチール刃 U kg) 

6,2kg 

(本体 5.5kg + ボウル‘スチール刃〇フ咜) 


※上記の仕様は、品質向上のため予告なしに変更されることが©りますのでご了承ください。 
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仕様 


□朮•クープマジミックス 

RM -4200 F 

RM -4200 V 

■5200 F 

RM -5200 V 

幅215 ■ 奥行26〇 ■ 
高さ 432 mm 
(突起物を含む奧行 275 mm ) 

¢1215 ■ 奥行260 ■ 
高さ390 mm 
(突起鞠を含む奥行 275 mm ) 

幅215 • 奥行260 ■ 

咼さ 453 mm 
( M を含む奥行 275 mm ) 

幅215 ' 奥行260 

高さ4 15 mm 
(突起魅含む奥行 275 mm ) 

100 V 50/60 HZ 

100 V 50/60 Hz 

8乃 A (20 分定格） 

9.0 A (20 分定格） 

650 W 

700 W 

50 Hz :1500 rpm 60 Hz :1 BOOrpm (無負荷時） 

50 Hz :1500 rpm 60 Hz :1 SQOrpm (無負荷時） 

盡安全装置 ■ モーター保謹装置 

蓋安全装置，モーター保護装置 

ポリカーボネイト 

ポリカーボネイト 

ポ|」カーボネイト 

ポリカーボネイト 

0 1 85 mm 

01 85 mm 

11 3 mm 

1 30 mm 

1 40 mnn 

1 60 mrn 

520 g 

560 g 

0 180 mm 

0 180 mm 

95 mm 

115 mm 

3.01 

3.6 L 

0.91 

1.0 L 

0 154 mm 

0154 mm 

80 mm 

80 mm 

9 /mm 

97 mm 

1.0 L 

1.0 L 

a4L 

0.4 L 

255 g (ミニボウル用スチール刃含む） 

255 g (ミニボウル用スチール刃含む） 

0 1 72 mm 

— 

0 1 72 mm 

— 

1 33 mm 

一 

1 33 mm 

— 

1 45 mm 

— 

1 64 mm 

一 

2.5 L 

— 

2.5 L 

一 

245 g 


26〇 g 

— 

長さ： 1.8 m 

長さ：1 ,8 m 

7 9 kg 

」本体 6.6 kg + ポウル，スチ-ル刃 1.3 kg ) 

(本体6跑+ポウル.スチ-ル刃_ 

8.0 kg 

(本体 6 fikg + 酌ル | スチー卿 1.4 kg ) 

7 7 kg 

(本体防 kg + ボウル，スチ-ル Mite )」 


※上記の仕様は、品質向上のため予吿なしに変更されることがありますのでご了承ください。 
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各)部の名称 


トシリース （ RM- 3200 FA/RM-420 〇 F/RM- 5200 F) 

>本機は、食材の粉碎 ■ 撹拌-調理仕込みに使用する機械です。 


図は RM-52Q0F 



ミニボウル 


インナーボウル 



ミニポウル用スチール^] 




ブラスチック冗 




エッグ ビーター 


[V 


I^IP ~ 一 


※図は RM -5200 F です。他の型式の付属品（主要部品）につきましては10ページをご覧ください。 
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各部の名称 


Vシリーズ （ RM - 3200 V / RM - 4200 V / RM -52 Q 0 V ) 


>本機は、食材の粉砕' 撹拌 < 調理仕込みに使用する機械です。 


■ 図は RM-5200V 

押し棒（▽用） 


投入筒 


5 ニ ボウル用 スチール 刃 
——ボウル カバー （ V ) 


取手 


ボウル 
ミニボウル 


本体 


ゴム卿 


ボウル取付ベースのツメ 
「 OFF 」 ストップスイッチ 
「0 N 」 スター トスイッチ 
「 PULSE 」 パルススイッチ 




ミニボウル 


ミニポウル用 スチール 刃 




ツール ポックス 



※図は RM 5200\7です。他の型式の付属品（主要部品）につきましては 1 C ページをご覧ください。 
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/位属品 


主要部品 


型式 

部品名 

RM-3200FA 

RM-4200F 

RM-5S0DF 

RM-3200V 

闩 4200V 

RM-5200V 

スチール刃 

〇 

(キャップ付) 

〇 

(キャップ付) 

〇 

(キャップ 付） 

〇 

(キャップ付） 

〇 

(キャップ付） 

〇 

(キャッフ付） 

スパチュラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 

ブラスチック 刃 

0 

(キヤッフ付） 

〇 

(キャップ付） 

〇 

〔キャップ付） 

〇 

C キャップ付） 

0 

(キャップ付) 

〇 

(キャップ付） 

盤取付棒 

〇 

〇 

〇 

- 

一 

- 

S ニ ポウル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ミニ ポウル用 スチール 刃 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇. 

スライス盤 0mm) 

〇 

〇 

〇 

一 

一 


丸千切り盤 (2mm) 

0 

〇 

〇 

一 

- 

一 

大根おろし盤 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

- 

インナ ー ボウル 

〇 

〇 

〇 

— 

一 

— 

エッグビーター 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 

〇 


-個数は各〗個 

■〇印は標準付属品です 3 f — 」彌はオプション部品で用意してお D ます。 
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付属品 


オプシヨン部品 




U パーシプル盤 スライス篮 

1 mm 厚スライス/ 02 mm 丸千切り.、 {2 mm .4 mm .6 mm ) 

Smm t 4mm / 


丸千切り盤 




角干切盤 
(3,5 x 4 mm ) 




チーズ おろし盤 


フレンチフライ盤 
(8 x 8 mm ) 




シトラスジューサー 
(コーン付） 



盤専用ラック 


*各_盛を使用する時は、盤取付榉が必要です a 

* オプション部品のこ-調入の際には，現在お使いの#種をお伝えください a 
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曝付けについて 


•据え付ける場所として、次のことに注意してください。 

1 水平で丈夫な調理台に、スイッチが正面にくるように据え付けてください。 

調理台が傾斜してい r こり不安定ですと、大きな振勤が発生したり転倒するおそれがあり危険です。 


2電源を接続してください。 

本機の電源は，専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、それと同等の設備のある専用コン 
セントを使用して<ださい D 

3本機は、コンセントに電源コードを接続した場合、コードに余裕があるように据え付けてくだ 
さい。（電源コードの長さ：1 .8 m ) 


4 本体と電源コードに v 水が掛か5ないところに据え付けてください。 


5 お子様の手が届く場所で使用しないでください。 


6 屋外で使用しないでください。 


7熱器具の近くに置かないでください. 


8 電源コードをテーブルなどの据付け台の端から垂らさないでください。 
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/ 操作手順 


rC お願い ) ---- 

_本機は、食材の粉砕 ■ 撹拌 > 調理仕込みに使用する機械です。 

目的以外のものには使用しないでください。 

■屋外では使用しないでください。 

_ご使用の前には、刃物)類、ポウル、ボウルカバーなど食材に接する部品を洗浄してください。 


1ボウルを取り付ける 

1.ボウルの取手部が1手前よりやや左 
横にくるようにして、ボウルを本体 
モーター軸部に差し込んでください。 

£.取手を図の②の向きに回し、ボウル 
を□ツクしてください。 


Z 刃を取り付ける 


本体 



取り付けかたはスチール刃、プラスチック刃とも同じです。 

A A 瞿告 ) - 

•刃物類は非常に鋭利ですか s 、 取り扱いに十分注意し、置場所の安全にも気を配ってください。 


1.キャップが刃に取り付けられている 
か確認してください。 



2. スチール 刃を モーター 軸に差し込み、 
左右いずれかに回しながら、コトン 
と落ち込む位置まで押し下げてぐだ 
さい。 



13 
































































3 材料をポウルに入れる 

※必ず刃を先に取り付けてから調理材料を入れてください。 

お願い ") - ■■一一- - - 

• 調理物は入れすぎないよ a にしてください。 

1回に調理できる量は、調理材料により異なりますが、目安として容器の1/3〜2/3の範囲内で 
お使いください。材料を入れすぎますと、モーターに過負荷がかかり、故障の原因になります Q 
特に/ くン生地などのように粘度の高いものは量を減らしてください。 

•液体物を処理するときは、必ず取扱説明書の「仕様」欄に示す液体物処理量以内で処理して<だ 
さい。 

仕様に示す量を超える;夜体物を入れますと、撹拌の際にモーター軸部より機械の内部に流れ込み、 
故障の原因になります。 

■高温のものの処理可能温度は、最高で80でです。 8CTC を超えている熱いものや、処理中に 8CTC 
を超える食材は処理しないでください。 

※ボウルの材質はポリカーボネイトです。高溫のものは処理できません。 

特に ゴ マを処理する場合、切りゴマは可能ですが、すり ゴ マの処理は非常に高熱をもつため、 
ポウルが 変形し ますので処理をしないでください。 


4ポウルカバーを取り付ける 


1, ボウルカバーをボウルの上に乗せて 
ください。 

2. ボウルカバーを図の②の向きに回し、 
ロックしてください。 

A ぉ願ぃ } --——^ 

•ボウルカバーは、正しくしっかりと取り付け 
てください。取り付け方が悪いとスイッチが 
入りません。 

• FA/F シリーズは、投入筒に押し棒（大）が 
セットされていないとスイッチが入りません。 

\_ J 


5電源プラグを差し込む 


b スイッチを押す 


1 . 処理の状態を見ながらスイツチを操作してください。 



r 



ーストッブスイッチ：回転が止まります6 


h i 

off 

On 

T 

Pu se 一 

—パルススイッチ：押している間だけ回転します。 



l 


スタートスイッチ：連続回転します。 


回転中にボウルカバーの□ックをゆるめると、安全スイッチが働いて回転が止まります。 
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操作手順 


※材料の追加及び、調味料の添加は投入筒より入れてください。 

※液体物を処理する b 包乳仕様欄に記載の液体物処理 a を守ってください。 

2,調理が終われば、 「 OFF 」 ストップスイッチを押して機械を止め、電源プラグを抜いて 
ください。 

A ぉ願ぃ ) --- 

•ボウル、ボウルカバー、刃、盤が正しくセットされているか、よく確認してからスイッチを入 
れてください。ま fc、 ボウルカパーを開ける際は、必ず 「OFF」 ストップスイッチを押して機 
械を止め、電源プラグを抜いて、刃物類の回転が完全に止まっていることを確認してから開け 
てくださしV 

•運転中は、投入筒から指、蓋、スブーンなどを絶対に入れないでぐださい。たいへん危険です。 

參機械には、モーター保護装 H が内蔵されています。 

モーターは長時間運転した場合や、調理材料を入れすぎた場合、自動的に止まります。 
このような場合には、 「OFF」 ストップスイッチを押して機械を止め、約30分程度休ませてく 
ださい。 食材の量が多い場合は、量を減らしてください。 

モーターが 作動できる溫度まで冷めますと v 再度使用できます。 


7調理物を取り出す 


a 必ず刃の回転が止まってか5ボウル 
^カパ_を取り外してください。 


1.ボウルカバーのロックを外し、取り 
外してください。 



2. 取手を図の①の向きに回し、ボウル 
のロックを外してください。 

3. 刃を付けたままポウルを取り外して 
ください。 


取手 
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4, 他の容器に調理物を取り出してくだ 
さい。調理物の量が少なくなれば、 
刃を敗り外し，残りを取り出してく 
ださい。この際、付属のスパチュラ 
をご利用 < ださい。 

ぉ願ぃ ) -^ 

■刃の取り外しの際、容器に傷がつかない 
ように注意して < ださい。 

♦使用後は必ず 「OFF」 ストップスイッチ 
を押して機械を止めてか5電源プラダを 
抜いてください。 

この際、コードを持って引っ張ると断線 
の原因になりますので、必ず電源プラグ 
を持って抜いてください。 

♦機械を収納する場合は、ボウルカバーを 
ゆるめておいて < ださい。 

ポウルカバーを締め付けて、安全スイッ 
チを押した状態で収納しますと、安全ス 
イッチの故障の原因になることがありま 
すのでご注意ください。 



J ； 忍の主な特長と用途 


スチール刃 

牛、豚肉などの粉砕をはじめ、野菜など 
あらゆる切り刻みに最適です。 



プラスチック刃 

製菓 t 製パン用の生地作りや、マヨネー 
ズなどを混ぜたり、こねたりするものに 
最適です。 

r < 注意>- 

プラスチック刃では、切ったり刻んだりの 
調理はできません。 
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汨の主な特長と用途 


プラスチック刃を使ってパン生地をこねる」 

1材料をポウルに入れる 

水以外の食材をすベてボウルに入れてく 
ださい。 

} Vレススイッチを数回押して中の食材を 
まんべんなく混ぜ合わせてください。 


2調理を始める 



バター、卵など 


スタートスイッチを押し、罾の投入□か 
ら、水を数回に分けて入れてください。 
水を入れるとぎは、ゆっくり糸状になる 
ように入れてください。 


ポイン 


•水（湯）は、一度に入れずに生地の状態を確認 
しながら数回に分けて入れてください。 

水を一度に入れると上手く}1拌されず、プラス 
チック刃に巻きついてしまいます。 

•パン生地の水分含有率は 1 50%〜60%になる 
よラにして <ださし、 

■水分が多過ぎる場合、生地がベたついた 0. 
プラスチック刃に替きついてし盂います a 
そのときは v 様子を見ながら少しずつ粉を足 
してください。 

M お願ぃ ) - X 

生地がプラスチック冗に巻きつく状態での 
長時間の運転はおこなわないでください。 
プラスチック? g が破損することが®ります~ 

-水分が少な過ぎる場合、生地がそぼろ状になっ 
r しまいます D 

そのときは、様子を見ながら少しずつ水を足 
してください。 


3撹拌する 

2分程度撹拌すると生地はできあがり 
ます。 
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ノ付属品•オプシヨン部品の使用方法 

^ J ' 


ニポウルの使用方法） 

用途…メインのボウルと同じ処理をしま 
すが、材料が非常に少量の場合に 
ご使用ください。 


1ポウルを取り付ける 

「操作手順」の手順1 r ボウルを取 d 付 
ける」を参照してください。 


2ミニポウルを取り付ける 

S ニボウルをモーター軸に差し込み、 
左右いずれかに回しながら、コトンと 
落ち込む位證まで押し下げて<ださい。 



ミニポウル用 スチール 刃 



S ミニ朮ウル用 スチール 刃を 
取り付ける 

ミニボウル用 スチール 刃を モーター 軸 
に差し込み，左右いずれかに回しなが 
ら、コトンと落ち込む位置まで押し下 
げてぐださい。 


4材料をミニボウルに入れる 

1回に処理できる屋は、 s ニボウルの 
2/3位までです。 



ミニボウル用 
スチール刃 
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付属®*オプション部品の使用方法 


5朮ウルカバーを取り付ける 

1 . ボウルカバーを容器の上に乗せてく 
ださい。 

2. ボウルカバーを図の®の向きに回し、 
ロックしてください。 

ベぉ願ぃ ) -- 

•ポウルカバーは、正しくしつかりと取り 
付けてください。取り付け方が悪いとス 
イッチが入りません。 

• FA/F シリーズは、投入筒に押し棒（大) 
がセツトされていないとスイッチが入り 
ません。 


b 電源プラグを差し込む 

7スイッチを押す 



ボウル カバー 


「操作手順」の手順 6 「スイッチを押す」を参照してください。 


※材料の追加及び、調味料の^^加は投入筒より入れてください。 
※液体物を処理する時は1 0.4 L 以内で処理してください。 


8調理物を取り出す 


A 必ず刃の回15が止まってか5ボウル 
^カバーを取り外してください。 


1. ボウルカバーのロックを外し1取り 
外します。 

「操作手順」の手順7「調理物を取り 
出す」を参照して<ださい。 

2. 刃を付けたままで、ミニボウルを本 
体から外し、他の容器に調理物を取 
0出してください。 

この際、付属のスパチュラをご利用 
ください。 
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スライス盤、丸千切り盤、大根おろし盤の使用方法） 





用途…材料のスライスや、丸千切りをし 
たり大根をおろすときに使います。 


材料を準備する 

1.材料を準備してください。 


大根おろし盤 丸干切り盟 


スライス盤 


© 

* 一 盤取付棒 

公 


■スライス盤で調理できる材料 

大根、人参、きゅうり k 玉ねぎ、キャベツ、ピーマンなど。 

※しようが、さつま芋など、切れにくい材料には使用しないでください^ 


■丸千切り盤で調理できる材料 

大根、人参、きゅうりなど。 

※肉など切れにくい材料には使用しないでください。 


2,準備した材料をあらかじめ切っておいてください。 

■スライス盤の場合 

投入□(こ入る太さに切っておいてください。 

■丸干切り盤の場合 

投入口に入る太さで、千切りの長さに切っておいてください。 
入らないときは、2〜4つ割りにしてください。 


2朮ウルを取り付ける 

「操作手順」の手順1「ボウルを取り付ける」を参照してくださし、 


S 盤を取り付ける 

使用する盤を取り付けて<ださい。 

K 盤取付棒をモーター軸に差し込み、 
左右いずれかに回しながら、コトン 
と落ち込む位置まで押し下げて< だ 
さい。 


5注意>- 

FA/F シリーズとVシリーズとでは、 
盤取付棒の長さが異なります Q 専用の 
盤取付棒をご使用ください。. 
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付属品 ■ オプション部品の使用方法 


6Qmm 


投入□小 


1 37mm 


投入口大 



RM-320QV/RM-4a00V/RM-52QQV 

75 mm 


3200 FA/RM- 4200 F/RM- 520 OF 


2. 刃の面を上向きにして盤を盤取付棒 
にしっかりとはめてください。 

※盤のフチを持ち、刃の部分には、 
指が触れないよう十分注意してく 
ださい。 


4 ボウル カバーを 取り付ける 

1 . ボウルカバーをボウルの上に乗せて 
ください。 


2. ボウルカバーを図の②の向きに回し、 
□ックしてください。 

※盤取付棒の先端シャフトをボウルカ 
) (一内側の中心にある穴溝にしっか 
りはめ込んでください。 

•投入筒投入口寸法 


丸千切り盤 




EEog 

^4 - J 



is 



21 





































































5 電源プラグを差し込む 
6調理を始める 

醞スライス盤の場合 

1.材料を投入筒へ入れ、押し棒で軽く押し込んでください。 
※材料は盤の回転方向に寄せて入れてください。 


2.「ON」 スタートスイッチを押し、材料を一定の力で押し込んでください。 

※材料が短くなったら危険です。必ず押し棒で押し込んでください。 

押し捧（大）を本体から取り外すと安全スイッチが働いて回転が止まります。 



投入口小 


投入口大 


(RM-3200FA/RM-4200F/RM-5200F) 

3. 調理が終われば、 「OFF」 ストップスイッチを押して機械を止め、電源プラグを抜いてください。 


■丸干切り盤の場合 

1 . 材料を横向きに 投入筒へ入れ、押し棒で軽く押し込んでください。 


2.「ON」 スタートスイッチを押し、材料を一定の力で押し込んでください P 

※材料が短くなったら危険です。必ず押し棒で押し込んでください。 

押し棒（太）を本体から取り外すと安全スイッチが働いて回転が止まります。 


z 


押し棒 


材料- 

(横向き） 


m 


it 


投入口小 



(RM-320QFA/RM-4HO0F/RM-5200F) 


3. 調理が終われば、 「OFF」 ストップスイッチを押して機械を止め、電源プラグを抜いてください。 
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付属品*オプション部品の使用方法 


7調理物を取り出す 


A 必ず盤の回転が止まってからボウル 
^カバーを取り外してください。 


1.ボウルカバーのロックを外し、取り 
外してください D 


「操作手順」の手順7「調理物を取り 
出す」を参照してください。 

2. 盤を付けたまま盤取付棒を抜いてく 
ださい。 

※盤取付棒を持ち、刃の部分には、 
指が触れないよろ十分注意してく 
ださい。 



3,盤を盤取付棒から取り外してくださ 
い P 

※盤のフチを持ち、刃の部分には、 
指が触れないよう十分注意してく 
ださい0 



4,ボウルを本钵から外し、他の容器に 
調理物を取り出してください。 

この際、付属のスパチュラをご利用 
<ださい。 


スパチュラ 
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インナーポウルの使用方法 

インナーボウルは盤を使用する際の専 
用ボウルです0 

用途…少1の材料を各盤にて処理する 
場合、インナ_ボウルをご使用 
になりますと、メインのボウル 
を取り外す必要がありません。 


1ポウルを取り付ける 

「操作手順」の手順1「ボウルを取り付 
ける」を参照して<ださい a 


2インナーボウルを取り付ける 


インナ_ボウルをモーター軸に差し込 
み、取り付けて<ださい。 


3盤を取り付ける 

「スライス盤、丸千切り盤、大根おろし盤の使用方法」の手順3「盤を取り付ける」を参照し 
て < ださレ 


4ポウルカバーを取り付ける 

「スライス盤、丸千切り盤、大根おろし盤の使用方法」の手順鼉「ボウルカバーを取り付ける」 
を参照して < ださい。 


5電源プラグを差し込む 


6調理を始める 

「スライス盤、丸千切り盤、大根おろし盤の使用方法」の手順6「調理を始める」を参照して 
ください a 
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付属品 オプション部品の使用方法 


7調理物を取り出す 


A 必ず盤の回転が止まってからボウル 
^カバーを取り外してください。 


1.ボウルカバーのロックを外し、敢り 
外してください。 


「操作手順」の手順7「調理物を取り 
出す」を参照してください。 

2.盤と盤取付棒を付けたままで、イン 
ナーボウルを外して < ださい。 


3. 盤を付けたまま盤取付棒をインナー 
ボウルから外してください。 

※盤取付棒を持ち、刃の部分には、 
指が触れないよう十分注意してく 
ださい。 



イン ナー ポウル 



丸干切り盤 


盤取付樺 


4. 他の容器に調理物を取り出してくだ 
さい。 

この際、付属のスパチュラをご利用 
ください。 



スパチュラ 
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( y トラスジューサ^-の使用方 

用途…かんきつ系果物（オレンジ類、レ 
モン 類、 グレープフルーツなど） 
から簡単な 操作でジュースをしぼ 
り出します。 


1ポウルを取り付ける 

「操作手順」の手順1「ボウルを取り付 
ける」を参照してぐださい。 



突起部 


ヒンジ部 


シトラスジューサー用 
バスケット 

ロック機構部 


—コーン（大） 


オレンジ、 
グレープ 
フルーツ用 

コーン（小） 
レモン用 


シトラス ジューサー 用アーム 


2シトラスジューサーを取り付 
ける 

1,シトラスジューサー用アームのヒン 
ジ部をシトラスジューサー用バス 
ケットのフチ（ロック機構部の反対 
側）にセツトしてください。 



ヒンジ部 


※アームのヒンジ部の突起 (2 力所) 
をバスケットの内側の穴にはめ込 
みます。 


2, シトラスジューサー用バスケットを 
ボウルの上に載せてください。 

3, シトラスジューサー用バスケットを 
図の②の向きに回し、ロックしてく 
ださい。 

/-i お願い ) - 

•シトラスジューサー用バスケットは、正し 
くしっかりと取り付けてください Q 取り 
付けかたが悪いとスイッチが入りません。 


4%コ ー ンをモ ー ター軸に差し込み、左 
右に回しながら最後まで押し下げて 
ください。 

■コーン（大） 

オレンジ1グレープフルーツ用 
コーン（小）の上にかぶせて使用 
してください。 

■コーン（小） 

レモン用 




£6 















































付属品 • オプション部品の使用方法 


3電源プラグを差し込む 
4調理を始める 

1 . 果物を横半分に切り，コーンの上に 
押しつけて載せて<ださい。 

2. シトラスジューサー用アームを閉じ、 
手で軽く押さえてください。 


3.「 ON 」 スタートスイッチを押してく 
ださい。 


F 操作手順」の手順 B 「 スイッチを押 
す」を参照してぐださい。 

ジュースがすべてしぼり出されるま 
でシトラスジューサー用アームを押 
し下げてください。 

4.ジュースをしぼり終えれば、 「 OFF 」 
ストッブスイッチを押して機械を止 
め、電源プラグを抜いてください。 


5調理物を取り出す 

r 

A 必ずコーンの回転が止まってからシ 
^トラスジューサー用パスケットを取 
り外してください。 


1. シトラスジューサー用バスケットの 
ロックを外し、コーンと一緒に取り 
外してください。 


2,コーンを取 D 外し、レバーを内側へ 
引いてアームをバスケットから取り 
外してください。 


jrC 注意——- 

シトラスジュ_サー用アームを無理に取 D 外 
すとヒンジ部の突起が折れる恐れがあります。 


3. ボウルを本体から取り外し、他の容 
器にしぼつたジュースを移してくだ 
さい 〇 



シトラス 

ジューサー用バスケット 





レバー 
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、ェ ツグビーターの使用方法) 

用途…卵を使う料理などを泡立てる時に 
使います。 


1朮ウルを取り付ける 

「操作手順」の手順1「ボウルを取り付 
ける」を参照してください。 



2エッグビーターを取り付ける 

1.エッグビータ_は4つの部品からできています。取り付ける前に図を参照して組み立てて 
ください。 

(1) パドル歯車ケースにスピンドルを （2) 上部歯車キャップをはめ込んでく 

差し込んで < ださい。 ださい。 



パドル歯車 
ケース 

スピンドル 



上部歯車 
キャップ 


歯車部を 
あわせる。 


¢3)パドル歯車ケースをパドルに差し 
込んでぐださい。 



2. エッグ ビーターをモーター 軸に差し 
込み、左右いずれかに回しながら、 

コトンと落ち込む位置まで押し下げ 
てください。 

/<注意>- 

RM-3200FA, RM-3200V, RM4200F, RM-4200V, 
Ry*5200F 、 RM* 520 0V 各々にエッグビーターの 
高さが異なります。 
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付属品 ■ オプション部品の使用方法 


3材料を朮ウルに入れる 
4ボウルカバーを取り付ける 

「操作手順」の手順4「ボウルカバーを取り付ける」を参照してください。 

5電源プラグを差し込む 
b スイッチを押す 

「操作手順」の手順 e 「 スイッチを押す」を参照してください D 
※材料の追加及び1調味料の添加は投入筒より入れてください。 


7調理物を取り出す 


a 


必ず エツ グビータ_の回転が止まつ 
てからボウルカバーを取り外してく 
ださい。 


1.ボウルカバーのロックを外し、取り 
外してくださし、。 

「操作手順」の手順'！「調理物を敢り 
出す」を参照してください。 



2,エッグビーターを取り外してくださ 
し 1 1。 


3. ボウルを本体から取り外し、他の容 
器に調理物を取り出して < ださい。 
この際、付頭のスパチュラをご利用 
<ださい。 



スパチュラ 
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ノ洗浄と清掃 

ン J 一 


いつも安全で清潔にご使用いただくためと、機械を長持ちさせるために、次の場合、下記の手順 
に従って、必ず「基本的な洗浄」をおこなってください。 

•初めて機械を使用する場合。 

籲食材の処理後は速やかに毎回。 

時間以上使用間隔が開く場合。 

參30分間使用（繰り返し処理する場合でも）の度に。 


基本的な洗浄 


I . 予備洗浄 


n , 除菌洗浄 


I . すすぎ洗浄 


¥.乾燥 


V. アルコール除菌 


(各部を取り外し、水または温水を使って処理物のカスを洗い流す。） 

(除菌洗淨剤を使用して洗浄する。) 

(水または温水を使って十分すすぎ洗いを U 洗浄成分を完全に洗い流す D ) 
(すすぎ洗いの後、水分を拭ぎ取り、各部を空気乾燥させる。） 

(アルコール除菌剤をスブレーし、機械各部を除菌消毒する。） 


「基本的な洗浄」は、 

•高品質の食品を作る前提条件です。 


•雑菌の発生を予防します。 

❿機械の寿命を延ばします。 

洗浄を怠ったり、不行き届きですと、処理物のカスがモータ軸のシール部に溜まって固着し、 
カッターの回転不良になったりまたは水分が溜まったままにしておきますと、シール部よ 
り液が浸入してモーター内部が損傷して機械の寿命が著しく短くなります。頻繁に洗淨する 
ことにより、機械を長持ちさせることができます p 


「基本的な洗浄 J 手順 


匪ボウル（ミニボウル、インナーボウル）*ポウルカバー * スチール刃•押し棒 * ブッシャ ー* プラスチック刃 
(_ し予備洗浄 ) 

1 . 本体よりボウル、ボウルカバー、 スチール刃、 押し棒を取り外してください。 

2. 水または温水を流しながら、ボウル、ボウルカバー、スチール刃、押し棒をすすぎ洗いして 
処理物のカスを流し取ってください。 
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洗浄と清掃 


¢11.除菌洗浄 ） 

1. 洗い桶にぬるま湯を入れ、定められた使用 
濃度の分 a の除菌洗浄剤を入れて溶かして 
<ださい。 


2,ボウル、ボウルカバー、スチール？^拘し 
棒を、除菌洗浄剤を入れたぬるま湯の中で、 
布かスポンジを用いてきれいに洗ってくだ 
さい。硬いタワシなどでこすると傷がつく 
恐れがありますのでご注意ください。 


3. スチール为はプラスチックの部分を持って、 


洗い桶の中で振り洗いして刃の部分をきれ 
いにしてくださし\ 

4,スチール刃のキャップを取り外して軸穴部 
を洗浄してください。 

1) お手持ちの細い棒状のもので、スチール 
刃の底か ら軸穴内部よ D キヤップをゆつ 
くり押して取り外してください。 


A この際、刃の部分で手を切らないよう 
m 十分注意しておこなって<ださい。 


2) 軸穴部およびキャップに付着した処理物 
のカスや汚れを、除菌洗浄剤を溶かした 
ぬるま湯の中で付属の洗浄ブラシを使用 
してきれいに取 D 除いてぐださい。 


A スチール刃は非常に銳利で危険です 
m か!3、直接刃の分部に触れないよう 
にご注意ください。 


スチール刃を洗剤の入った洗い桶な 
A どに滴けたまま放置しないでくださ 
泡で刃が見えず大変危険です。 


細い择状のもの 



注意>- 

スチール刃の洗浄は速やかにおこない、洗 
浄液や水や湯に1 a 分以上漬けたままにし 
ないでください。 

漬け固きをしますと、金厲部分が銷びる恐 
れがあります。 
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C IK •すすぎ洗浄 ) 

K ボウル、ボウルカバー、押し棒を除菌洗浄剤を使用して洗浄をおこなった後は、流水で十分 
すすぎ洗いをして、洗剤成分を完全に洗い流してください。 

2. スチール刃とキャップは、除菌洗淨剤を使用して洗浄をおこなった後、流水で十分すすぎ洗 
いをして、洗剤成分を完全に洗い流してください。 



1 r すすぎ洗いした各部品は、速やかに除菌済みのきれいな乾いた布などで水分を拭き取り、十 
分空気乾燥させてください。 

£. スチール刃は、必ずキャップを元通りはめ込んでおいてください。 


( V . アルコール除菌） 

乾燥した各部品にアルコール除菌剤をスプレーしてください。 

^ お願い ) - — - 

•塩素系の洗剤をご使用になる場合は、备部品を漬け置きしないでください。 

•清掃するとき、クレンザー、酸類、ベンジン、ガソリン、シンナーなどは使わないでください。 
キズがついたり、破損の原因になります。 

■冗物類の洗浄後は、水分を切り、十分に乾燥させてください □ 濡れたまま放 S しますと、謂の発 
生原因になります 0 

■洗浄.清掃後は各部品を完全に乾燥させ、アルコール除菌剤をスブレーしてください。 

■各種の盤の保管は、ツールボックス（付属品）、盤専用ラック（オプション部品）をご利用いた 
だくと便利です。 
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洗浄と清掃 


A お願い ) - 

1. 動物性脂肪や蛋白質を含む食品（牛乳、魚、肉など）を処理したときは、 温水を使用して 特に 
慎重に除菌洗浄をおこなっていただく必要があります。 

洗浄が不行き届きの場合、処理物のカスが腐敗したり、雑菌が繁殖して健康障害の原因になる 
ことがあります。 

2. ボウル、ボウルカバー、押し棒（ポリカーボネイト）とスチール刃のプラスチック部は t 食器 
洗浄機など高温洗浄すると変形したり、変色する恐れがあります。食器洗浄機は使用せずに、 
4010以下のお湯で洗浄してください。 

3. スチール冗は、洗浄後、水分がついたまま放 S しますと錆びる可能性がありますので、速やか 
に水気を切り、完全に乾燥させてください。 

また、洗浄の際、洗淨液や水やお湯に〗0分以上酒け置きしないでください， 

4. 清掃をするとき、クレンザー、酸類、ベンジン、ガソリン、シンナーなどは使わないでください。 
傷がついたり、破損の原因になります。 

5. 除菌洗浄をおこなう際の洗浄剤は、 無泡性および低発泡性の除菌洗淨剤を使用し ,入れすぎな 
いようにしてください。濃度が濃すぎると金属、プラスチック、ゴムの部品を損傷します。 

6. 気泡性、強力な浸食性、有毒性のある洗浄剤は絶対に使用しないでください。 

1 ' やむを得す％塩素系の洗剤や電解 g 性水などを使用して洗浄を33こなう場合は、鎌および腐食 
の原因になりますので、できるだけ速やかに洗浄をおこない、十分なすすぎ洗いの後、速やか 
に水気を拭き取って完全に空気乾燥させてください a 

8,除菌洗浄剤、アルコール除菌剤の使用については1各々の定める使用濃度および、使用上の注 
意事項に従ってください。 


【参考】 

♦除菌洗淨剤は、下記のものを推奨します。 

除菌洗淨剤（無泡性） ※弊社（エフ，エム - アイ）でも取り扱っていますので1 

入手が困難な場合はご注文ぐださい。 

-アルコール除菌剤は、下記のものが適当です。 

アルコール 除菌剤 . .. 「アル ぺット EJ (サラヤ株式会社製） 


33 















モーター軸部 • 本体外装部の清掃： 

いつも清潔にご使用いただくために、調理後は、すぐに各部を清掃してください。 
ri お願い ) - 

•塩素系の洗剤をご使用になる場合は，各部品を漬け置きしないでください。 

•清掃するとき、クレンザー、酸類、ベンジン1ガソリン、シンナーなどは使わないでください。 
キズがついたり、破損の原因になります。 

♦清掃後は各部品を完全に乾燥させ、アルコール除菌剤をスプレーしてください。 


本体 

へ お願し 、 j -- 

•本体は t 絶対に水洗いしないでください。 
故障（漏電）の原因になります， 


L モーター軸部および本体外装部は1 
除菌洗浄剤を入れて溶かしたぬるま 
湯で布巾を絞 D、 汚れをきれいに拭 
き取ってください。 

2. すすぎ用のきれいな水で絞った布で 
拭いて、完全に洗剤成分を拭き取つ 
てください。 



3, その後、空気乾燥させて C ださい。 

4. 各部品を取り外して洗浄+清掃•乾 
燥した後、雑菌の発生を予防するた 
め、各部にアルコール除菌剤をスプ 
レーして除菌作業をおこなってくだ 
さい。 


| T < 注意 >- --- 

モーター 軸部には、オイル シールが 付いて 
いますので、傷を付けないように注意して 
<ださい。 

オイルシールを損傷しますと、容器からの 
処理液や洗浄液が漏れた場合、モーター軸 
内部へ流れ込み、故_の原因になることが 
あります。 
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洗浄と清掃 


般 


0洗剤液などに通けたままにしないでください。泡で盤面が見えず大変危険です。 


盤を洗う時は、洗い桶に食器用中性洗剤を入れ、盤のフチを持って振り洗いしてください。 


ボウルにニオイが付いたとき 

ボウルに強いニオイが付いたときは、次の方法で手入れしますと、ニオイが少なくなります。 

1. ボウルを食器用中性洗剤でよく洗い * 水ですすいでください。 

2. ボウルが漬かるくらいの洗い桶に水をはり、食器用中性洗剤を適量入れて、その中にボウ 
ルを一晚漬けておきます D 

3. 翌日、もう一度食器用中性洗剤で洗い、水できれいにすすぎ洗いした後，十分に乾燥させ 
てください D 

4. 収納する場合は、ボウルカバーを外しておいてください。 
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robot ^ coupe 


mogimix 


株式会社 エフエム•アイ 

本 社： T53B-0044 大阪市 g 貝区放出東:3丁目11插3〗号 Tel. 06 ¢696 9) 9393 
東京支店：〒105 -ClCnS 柴京都浯区浜松町2 丁目8番14号 Tel. 03(3436)9470 
営薄所札禊: TOO 30002も摄疖白石麵礼疾 Z 条 5 丁目4番]号 Tel. a 1 1 {813)8051 
他台：〒983七 CI34 倫台市野区爾312丁目】播9号 TeL022(238)5711 
名趟：〒 45IG822 名古屋市_忍四女子耵2丁目 4S 番垲 Tel. 052(361)7891 
広 庳：〒 731*0102 広绻帀安佐甬区川内 S 丁043番9号 TeL 002(876) !B55 
福岡：〒812で 83S?ISm 增多 g 薄切1丁:目3〇番21号 Tel 092(491} £931 
サービス盛岡：〒 02CMD124 盛岡市厨川4 丁目14番5弓 Te!. 01 9(648)5390 
人 7 金沢：〒犯卜 B027 金沢市神田1丁目231 H 号 TeL 076(243)7810 
四国：〒76_12香川票硯音寺市褪田町] 55番地1 TeL 0875(57)5】61 
鹿児島： T89M073 鹿！岛市宇宿1丁目！ 5 SB 号 TeL 099(263)8201 
挪サ-ビスファ外リー ： TlObOOl 3顾舰關松町2丁引1 S7 号 TbI . 03(3432)4955 


ホニムページ http://www.fmi.cD.ip/ 






